
JP 2014-22208 A 2014.2.3

10

(57)【要約】
【課題】　拡散板上への影の発生を抑制してディスプレ
イにおける輝度ムラの発生を抑制すると共にサポートピ
ンの高い剛性を確保する。
【解決手段】　表示面に画像が表示されるディスプレイ
と、ディスプレイへ向けて光を出射するバックライトと
して機能する複数の光源と、複数の光源に対向して配置
され光源から出射された光を拡散する拡散板と、拡散板
を挟んでディスプレイの反対側に配置されると共に拡散
板に接触可能とされ拡散板の位置を保持するサポートピ
ンとを備え、サポートピンはディスプレイと拡散板が並
ぶ並び方向に直交する２方向において並び方向に直交す
る方向における幅が異なる幅広面と幅狭面を有し、複数
の光源とサポートピンが並び方向に直交する方向におい
て並んで配置され、サポートピンの幅狭面が最短距離に
ある光源を向くようにされている。
【選択図】　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
表示面に画像が表示されるディスプレイと、
　前記ディスプレイへ向けて光を出射するバックライトとして機能する複数の光源と、
　前記複数の光源に対向して配置され前記光源から出射された光を拡散する拡散板と、
　前記拡散板を挟んで前記ディスプレイの反対側に配置されると共に前記拡散板に接触可
能とされ前記拡散板の位置を保持するサポートピンとを備え、
　前記サポートピンは前記ディスプレイと前記拡散板が並ぶ並び方向に直交する２方向に
おいて前記並び方向に直交する方向における幅が異なる幅広面と幅狭面を有し、
　前記複数の光源と前記サポートピンが前記並び方向に直交する方向において並んで配置
され、
　前記サポートピンの幅狭面が最短距離にある前記光源を向くようにされた
　表示装置。
【請求項２】
前記幅狭面が互いに反対方向を向くように二つ形成され、
　二つの前記光源の間に前記サポートピンが配置された
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
前記サポートピンが前記二つの光源の間の中央部に配置された
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
前記サポートピンの前記拡散板側の端部の外面である先端面が前記拡散板側に凸の曲面状
に形成された
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
前記サポートピンの外面が曲面状に形成された
　請求項１に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、表示装置についての技術分野に関する。詳しくは、サポートピンに幅広面と
幅狭面を形成し幅狭面が最短距離にある光源を向くようにし拡散板上への影の発生を抑制
してディスプレイにおける輝度ムラの発生を抑制すると共にサポートピンの高い剛性を確
保する技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン受像器やパーソナルコンピューター等の表示装置には、画像が表示される
表示面を有するディスプレイとディスプレイへ向けて光を出射するバックライトとして機
能する光源と光源から出射された光を拡散する拡散板とが設けられたものがある。
【０００３】
　このような表示装置においては、光源から出射された光が拡散板によって拡散されてデ
ィスプレイに入射される。ディスプレイには拡散板によって拡散された光が入射されるた
め、ディスプレイにおける輝度ムラの発生が抑制される。
【０００４】
　上記のような表示装置には、拡散板の後方に拡散板の位置を保持する複数のサポートピ
ンが配置されているものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　サポートピンは拡散板の後方に配置されたバックシャーシ等に取り付けられ、先端が拡
散板の後面に接触可能とされている。サポートピンによって拡散板の変形（撓み）が抑制
されて拡散板の位置が保持され、拡散板の位置が保持されることにより、光源から拡散板
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までの光学距離が一定に保たれ、良好な光学性能を確保することが可能になる。
【０００６】
　また、サポートピンによって拡散板の変形が抑制されて前後方向への振動が抑制される
ことにより、拡散板の前側に位置された光学シートやディスプレイの傷付きを防止するこ
とも可能である。
【０００７】
【特許文献１】特開２０１１－３４９５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところが、特許文献１に記載されたようなサポートピンが設けられた表示装置にあって
は、サポートピンが拡散板の後方において光源と同じ空間に存在するため、光源から出射
された光がサポートピンによって遮られる。サポートピンによって光が遮られると、拡散
板にサポートピンの影が生じ、部分的にディスプレイの輝度が低下して輝度ムラが生じて
しまうおそれがある。
【０００９】
　特に、発光ダイオード（ＬＥＤ: Light Emitting Diode）等の指向性の高い光源が用い
られた場合には、光源の高い指向性により拡散板にサポートピンの存在による影が生じ易
い。
【００１０】
　また、近年、一つの発光ダイオード等の光源から出射される光の量が増える傾向にあり
、光源の数も、その分、低減される傾向にあり、光源の数が低減されると、ディスプレイ
の各部における輝度の差が生じ易くなり、輝度ムラが一層発生し易い状況にある。
【００１１】
　そこで、サポートピンの太さを細くすることにより影の発生を抑制することが可能であ
るが、サポートピンの太さを細くするとサポートピンの剛性が低下し、拡散板の変形を抑
制して拡散板の位置を保持すると言うサポートピンの良好な機能が損なわれるおそれがあ
る。
【００１２】
　そこで、本技術表示装置は、上記した課題を解決し、拡散板上への影の発生を抑制して
ディスプレイにおける輝度ムラの発生を抑制すると共にサポートピンの高い剛性を確保す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　第１に、表示装置は、上記した課題を解決するために、表示面に画像が表示されるディ
スプレイと、前記ディスプレイへ向けて光を出射するバックライトとして機能する複数の
光源と、前記複数の光源に対向して配置され前記光源から出射された光を拡散する拡散板
と、前記拡散板を挟んで前記ディスプレイの反対側に配置されると共に前記拡散板に接触
可能とされ前記拡散板の位置を保持するサポートピンとを備え、前記サポートピンは前記
ディスプレイと前記拡散板が並ぶ並び方向に直交する２方向において前記並び方向に直交
する方向における幅が異なる幅広面と幅狭面を有し、前記複数の光源と前記サポートピン
が前記並び方向に直交する方向において並んで配置され、前記サポートピンの幅狭面が最
短距離にある前記光源を向くようにされたものである。
【００１４】
　従って、表示装置にあっては、光源から出射された光のサポートピンによる遮蔽量が低
減されると共にサポートピンの一定の太さが確保される。
【００１５】
　第２に、上記した表示装置においては、前記幅狭面が互いに反対方向を向くように二つ
形成され、二つの前記光源の間に前記サポートピンが配置されることが望ましい。
【００１６】
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　幅狭面が互いに反対方向を向くように二つ形成され、二つの光源の間にサポートピンが
配置されることにより、サポートピンの幅狭面がそれぞれ二つの光源を向くようにされる
。
【００１７】
　第３に、上記した表示装置においては、前記サポートピンが前記二つの光源の間の中央
部に配置されることが望ましい。
【００１８】
　サポートピンが二つの光源の間の中央部に配置されることにより二つの幅狭面に入射さ
れる光量が均一化される。
【００１９】
　第４に、上記した表示装置においては、前記サポートピンの前記拡散板側の端部の外面
である先端面が前記拡散板側に凸の曲面状に形成されることが望ましい。
【００２０】
　サポートピンの拡散板側の端部の外面である先端面が拡散板側に凸の曲面状に形成され
ることにより、サポートピンが拡散板に接触されたときに曲面状に形成された先端面が拡
散板に接触される。
【００２１】
　第５に、上記した表示装置においては、前記サポートピンの外面が曲面状に形成される
ことが望ましい。
【００２２】
　サポートピンの外面が曲面状に形成されることにより、サポートピンに部分的に強度の
低い部分が生じ難い。
【発明の効果】
【００２３】
　本技術表示装置は、表示面に画像が表示されるディスプレイと、前記ディスプレイへ向
けて光を出射するバックライトとして機能する複数の光源と、前記複数の光源に対向して
配置され前記光源から出射された光を拡散する拡散板と、前記拡散板を挟んで前記ディス
プレイの反対側に配置されると共に前記拡散板に接触可能とされ前記拡散板の位置を保持
するサポートピンとを備え、前記サポートピンは前記ディスプレイと前記拡散板が並ぶ並
び方向に直交する２方向において前記並び方向に直交する方向における幅が異なる幅広面
と幅狭面を有し、前記複数の光源と前記サポートピンが前記並び方向に直交する方向にお
いて並んで配置され、前記サポートピンの幅狭面が最短距離にある前記光源を向くように
されている。
【００２４】
　従って、光源から光が出射されたときにサポートピンによる光の遮蔽量が少なく輝度ム
ラの発生を抑制することができると共に幅広面が形成されていることによりサポートピン
の一定の太さが確保されサポートピンの高い剛性を確保することができる。
【００２５】
　請求項２に記載した技術にあっては、前記幅狭面が互いに反対方向を向くように二つ形
成され、二つの前記光源の間に前記サポートピンが配置されている。
【００２６】
　従って、光源から出射される光がサポートピンのうち幅が狭くされた幅狭面によって遮
られるため、光源から出射された光のサポートピンによる遮蔽量が少なく輝度ムラの発生
を一層抑制することができる。
【００２７】
　請求項３に記載した技術にあっては、前記サポートピンが前記二つの光源の間の中央部
に配置されている。
【００２８】
　従って、二つの幅狭面に入射される光量が均一化され、ディスプレイにおける輝度ムラ
の発生を一層抑制することができる。
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【００２９】
　請求項４に記載した技術にあっては、前記サポートピンの前記拡散板側の端部の外面で
ある先端面が前記拡散板側に凸の曲面状に形成されている。
【００３０】
　従って、サポートピンが拡散板に接触したときの拡散板の傷付きを防止することができ
、拡散板の良好な拡散機能を確保することができる。
【００３１】
　請求項５に記載した技術にあっては、前記サポートピンの外面が曲面状に形成されてい
る。
【００３２】
　従って、サポートピンに部分的に強度の低い部分が生じ難く、サポートピンの高い剛性
を確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下に、本技術表示装置を実施するための最良の形態を添付図面に従って説明する。
【００３４】
　以下に示した最良の形態は、本技術表示装置をテレビジョン受像器に適用したものであ
る。
【００３５】
　尚、本技術の適用範囲はテレビジョン受像器に限られることはなく、例えば、パーソナ
ルコンピューター、携帯端末装置、電子書籍等の表示部を有する各種の表示装置に広く適
用することができる。
【００３６】
　［表示装置の構成］
　表示装置（テレビジョン受像器）１は、例えば、横長の扁平な略矩形状に形成され、筐
体２に所要の各部が配置されている（図１及び図２参照）。表示装置１は、例えば、図示
しないスタンドによって保持される。
【００３７】
　筐体２は前側に位置されたベゼル３と後側に位置されたバックシャーシ４とを有してい
る。
【００３８】
　ベゼル３は略矩形の枠状に形成されている。
【００３９】
　バックシャーシ４は前方に開口された浅い箱状に形成されている。バックシャーシ４の
後面には図示しない制御基板が取り付けられている。制御基板は後述するディスプレイへ
の電流の供給や後述する光源への駆動電流の供給等を行うと共に表示装置１の全体の制御
を行う制御回路として機能する。
【００４０】
　バックシャーシ４には後方からリアカバー５が取り付けられている。リアカバー５は前
方に開口された浅い箱状に形成され、リアカバー５によって制御基板が閉塞される。
【００４１】
　ベゼル３の内周側にはディスプレイ６が配置されている。ディスプレイ６は、例えば、
ガラス基板や偏光シート等が積層されて成る液晶パネルであり、前面が画像が表示される
表示面６ａとして形成されている。
【００４２】
　ディスプレイ６は略矩形状に形成され、外周部以外の部分が画像が表示される表示領域
として設けられ、外周部がベゼル３に保持されている。ディスプレイ６の下端部には図示
しない接続基板が設けられ、接続基板はバックシャーシ４の後面に取り付けられた制御基
板に接続されている。
【００４３】
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　ディスプレイ６の後側には前側から順に光学シート７、７、・・・と拡散板８が配置さ
れている。光学シート７、７、・・・は、例えば、拡散板８の前面側において積層された
状態で配置されている。
【００４４】
　光学シート７、７、・・・は光の拡散機能や光の進行方向の制御等の各機能を有し、光
学シート７、７、・・・によってディスプレイ６における輝度の均一性や輝度の向上等が
図られる。
【００４５】
　拡散板８は光源から出射された光を拡散してディスプレイ６における輝度の均一性を図
る機能を有している。
【００４６】
　バックシャーシ４の前面にはライトソースと称される回路基板９、９、・・・が、例え
ば、上下に離隔して取り付けられている。尚、バックシャーシ４に図示しない取付部が設
けられ、この取付部に回路基板９、９、・・・が取り付けられるように構成されていても
よい。
【００４７】
　回路基板９、９、・・・は横長の形状に形成され、バックシャーシ４の後面に取り付け
られた制御基板に接続されている。
【００４８】
　回路基板９には左右に離隔して光源１０、１０、・・・が搭載されている。光源１０、
１０、・・・としては、例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）が用いられている。光源１０
、１０、・・・はそれぞれ光源カバー１１、１１、・・・によって覆われている。
【００４９】
　回路基板９にはサポートピン１２、１２、・・・が取り付けられている。サポートピン
１２は、例えば、ポリカーボネート等の有色の樹脂材料によって形成されている。サポー
トピン１２の材料としては、一定の剛性を有し光や熱によって変色（黄変）しない材料が
用いられることが望ましい。
【００５０】
　サポートピン１２は左右に離隔して位置された光源１０、１０間の中央部に位置され、
これらの光源１０、１０はサポートピン１２から最短距離にある光源１０、１０である。
【００５１】
　サポートピン１２、１２、・・・は先端が拡散板８の後面に接触可能とされ、拡散板８
の変形（撓み）を抑制して拡散板８の位置を保持する機能を有している。
【００５２】
　サポートピン１２は前後に延びる形状に形成され、外面１２ａが曲面によって形成され
ている。サポートピン１２は前側から順に設けられた先端部１３と中間部１４と被取付部
１５を有している（図３乃至図５参照）。サポートピン１２には被取付部１３から後方へ
突出された係合爪１２ｂ、１２ｂが設けられている。
【００５３】
　先端部１３は略半球状に形成され、外面である先端面１３ａが拡散板８側に凸の曲面状
に形成されている。
【００５４】
　中間部１４はディスプレイ６と拡散板８が並ぶ並び方向（前後方向）に直交する２方向
において幅が異なる形状に形成され、幅広面１４ａ、１４ａと幅広面１４ａ、１４ａより
幅が狭い幅狭面１４ｂ、１４ｂとを有している。幅広面１４ａは後方へ行くに従って幅が
僅かずつ広くなる形状に形成され（図３参照）、幅狭面１４ｂは軸方向（前後方向）にお
ける中央部が最も幅が狭く中央部から前方及び後方へ行くに従って幅が広くなる形状に形
成されている（図４参照）。
【００５５】
　被取付部１５はサポートピン１２の後端部であり、回路基板９に取り付けられる部分で
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ある。
【００５６】
　上記のようにサポートピン１２は先端面１３ａが拡散板８側に凸の曲面状に形成されて
いるため、サポートピン１２が拡散板８に接触したときの拡散板８の傷付きを防止するこ
とができ、拡散板８の良好な拡散機能を確保することができる。
【００５７】
　また、上記したように、サポートピン１２は外面１２ａが曲面状に形成されているため
、サポートピン１２に部分的に強度の低い部分が生じ難く、サポートピン１２の高い剛性
を確保することができる。
【００５８】
　サポートピン１２は幅狭面１４ｂ、１４ｂが左右方向を向く状態において、係合爪１２
ｂ、１２ｂがそれぞれ回路基板９に形成された図示しない係合孔に係合されて回路基板９
に取り付けられる。このようにサポートピン１２は幅狭面１４ｂ、１４ｂが左右方向を向
く状態で回路基板９に取り付けられるため、幅狭面１４ｂ、１４ｂがそれぞれ左右に位置
する最短距離にある光源１０、１０を向くようにされる。また、サポートピン１２は光源
１０、１０間の中央部に配置される。
【００５９】
　サポートピン１２が回路基板９に取り付けられた状態においては、先端部１３が拡散板
８の後面に当接又は近接して位置される。
【００６０】
　バックシャーシ４の前面側には反射シート１６が配置される。反射シート１６には上下
左右に離隔して配置孔１６ａ、１６ａ、・・・が形成されている。反射シート１６がバッ
クシャーシ４の前面側に配置された状態において、配置孔１６ａ、１６ａ、・・・にそれ
ぞれ光源１０、１０、・・・とサポートピン１２、１２、・・・が挿入されて配置され、
光源１０、１０、・・・とサポートピン１２、１２、・・・が反射シート１６の前面から
前方へ突出される。
【００６１】
　［表示装置における光の出射］
　上記のように構成された表示装置１において、光源１０、１０、・・・から光が出射さ
れると、光が拡散板８によって拡散されてディスプレイ６にバックライトとして入射され
る。このとき光源１０、１０、・・・から出射された光の一部が反射シート１６によって
反射され拡散板８を介してディスプレイ６に入射される。
【００６２】
　光源１０、１０、・・・から光が出射されたときには、一部の光がサポートピン１２、
１２、・・・に達し、サポートピン１２、１２、・・・によって遮蔽される。このときサ
ポートピン１２は幅狭面１４ｂ、１４ｂがそれぞれ左右に位置する最短距離にある光源１
０、１０を向くようにされているため、サポートピン１２によって遮蔽される光量が少な
い。
【００６３】
　また、サポートピン１２が左右に位置する光源１０、１０間に位置されているため、光
がサポートピン１２に遮蔽されることによりディスプレイ６上に生じる細い影Ｓ、Ｓ、・
・・が左右に延びるように形成され、複数の直線状の影がクロスするような状態が生じ難
く、ディスプレイ６が視認されたときに影によるムラが目立ち難い（図５参照）。
【００６４】
　従って、ディスプレイ６上において部分的な輝度の相違が生じ難く、輝度ムラの発生が
抑制される。
【００６５】
　［サポートピン等の寸法等］
　サポートピン１２等は輝度ムラの発生を抑制するために、以下のような寸法にされるこ
とが望ましい。
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【００６６】
　図６に示すように、光源１０の中央からサポートピン１２までの距離をＡとし、サポー
トピン１２の幅狭面１４ｂの最小幅をＣとすると、Ｃ／Ａが２０％以下であることが望ま
しい。
【００６７】
　また、図７に示すように、サポートピン１２の長さをＤとし、サポートピン１２の幅が
狭くされた部分の先端からの長さをＥとすると、Ｅ／Ｄが８０％以上であることが望まし
い。
【００６８】
　さらに、図８に示すように、幅狭面１４ｂの最小幅をＣ１とし、幅広面１４ａの最小幅
をＣ２とすると、Ｃ１／Ｃ２が９５％以下であることが望ましい。
【００６９】
　［まとめ］
　以上に記載した通り、表示装置１にあっては、サポートピン１２がディスプレイ６と拡
散板８が並ぶ並び方向（前後方向）に直交する２方向（上下方向と左右方向）において幅
が異なる幅広面１４ａと幅狭面１４ｂを有し、幅狭面１４ｂが最短距離にある光源１０を
向くようにされている。
【００７０】
　従って、光源１０から光が出射されたときにサポートピン１２による光の遮蔽量が少な
く輝度ムラの発生を抑制することができると共に幅広面１４ａが形成されていることによ
りサポートピン１２の一定の太さが確保されサポートピン１２の高い剛性を確保すること
ができる。
【００７１】
　また、表示装置１にあっては、二つの光源１０、１０の間にサポートピン１２が配置さ
れている。
【００７２】
　従って、光源１０、１０から出射される光がサポートピン１２のうち幅が狭くされた幅
狭面１４ｂ、１４ｂによって遮られるため、光源１０、１０から出射された光のサポート
ピン１２による遮蔽量が少なく輝度ムラの発生を一層抑制することができる。
【００７３】
　さらに、サポートピン１２が光源１０、１０の間の中央部に配置されることにより、幅
狭面１４ｂ、１４ｂに入射される光量が均一化され、ディスプレイ６における輝度ムラの
発生を一層抑制することができる。
【００７４】
　［本技術］
　本技術は、以下のような構成にすることもできる。
【００７５】
　（１）表示面に画像が表示されるディスプレイと、前記ディスプレイへ向けて光を出射
するバックライトとして機能する複数の光源と、前記複数の光源に対向して配置され前記
光源から出射された光を拡散する拡散板と、前記拡散板を挟んで前記ディスプレイの反対
側に配置されると共に前記拡散板に接触可能とされ前記拡散板の位置を保持するサポート
ピンとを備え、前記サポートピンは前記ディスプレイと前記拡散板が並ぶ並び方向に直交
する２方向において前記並び方向に直交する方向における幅が異なる幅広面と幅狭面を有
し、前記複数の光源と前記サポートピンが前記並び方向に直交する方向において並んで配
置され、前記サポートピンの幅狭面が最短距離にある前記光源を向くようにされた表示装
置。
【００７６】
　（２）前記幅狭面が互いに反対方向を向くように二つ形成され、二つの前記光源の間に
前記サポートピンが配置された前記（１）に記載の表示装置。
【００７７】
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　（３）前記サポートピンが前記二つの光源の間の中央部に配置された前記（２）に記載
の表示装置。
【００７８】
　（４）前記サポートピンの前記拡散板側の端部の外面である先端面が前記拡散板側に凸
の曲面状に形成された前記（１）から前記（３）の何れかに記載の表示装置。
【００７９】
　（５）前記サポートピンの外面が曲面状に形成された前記（１）に記載の表示装置。
【００８０】
　上記した技術を実施するための最良の形態において示した各部の具体的な形状及び構造
は、何れも本技術を実施する際の具体化のほんの一例を示したものにすぎず、これらによ
って本技術の技術的範囲が限定的に解釈されることがあってはならないものである。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】図２乃至図８と共に本技術表示装置を示すものであり、本図は、表示装置の概略
斜視図である。
【図２】表示装置の概略分解斜視図である。
【図３】サポートピンの拡大平面図である。
【図４】サポートピンの拡大側面図である。
【図５】サポートピンの光源に対する位置等を示す概略正面図である。
【図６】図７及び図８と共にサポートピンの寸法等を説明するためのものであり、本図は
、光源からサポートピンまでの距離と幅狭面の幅とを示す模式図である。
【図７】サポートピンの長さを示す模式図である。
【図８】サポートピンの各面の幅を示す模式図である。
【符号の説明】
【００８２】
　１…表示装置、６…ディスプレイ、６ａ…表示面、８…拡散板、１０…光源、１２…サ
ポートピン、１２ａ…外面、１３ａ…先端面、１４ａ…幅広面、１４ｂ…幅狭面
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